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新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
問
題

は
、
変
異
種
の
出

現
も
加
わ
り
、
全

世
界
が
大
変
厳
し

い
状
況
に
追
い
こ

ま
れ
て
い
ま
す
▼

繰
り
返
し
緊
急
事
態
宣
言
が

出
さ
れ
、
五
月
に
は
、
神
奈

川
県
で
も
飲
食
店
で
ア
ル
コ

ー
ル
類
は
終
日
飲
め
な
い
日

が
続
き
ま
し
た
▼
ホ
テ
ル
や

旅
館
な
ど
で
の
「
宴
会
」
も

中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
酒

の
つ
ま
み
の
代
表
と
も
い
え

る
魚
介
類
で
す
が
、
酒
も
飲

ま
ず
に
つ
ま
み
だ
け
、
と
い

う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
▼

こ
の
影
響
を
も
ろ
に
受
け
て

い
る
の
が
漁
業
者
で
あ
り
、

水
産
流
通
・
加
工
業
者
で
す
。

三
崎
港
の
冷
凍
マ
グ
ロ
流
通

関
係
者
の
間
か
ら
は
、
販
売

先
が
休
業
に
追
い
込
ま
れ
る

ケ
ー
ス
が
出
て
、「
厳
し
い
」

と
い
う
声
が
多
く
聞
か
れ
ま

す
▼
ま
た
今
年
三
月
、
横
須

賀
市
長
井
魚
市
場
に
は
、
ト

ラ
フ
グ
が
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に

水
揚
げ
さ
れ
た
そ
う
で
す
が
、

魚
価
は
、
平
成
三
十
一
年
漁

期
の
半
値
に
も
と
ど
き
ま
せ

ん
で
し
た
▼
イ
セ
エ
ビ
な
ど

の
高
級
魚
も
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
価
格
が

安
く
な
っ
て
い
る
、
と
い
わ

れ
、
水
産
関
係
者
の
悩
み
は

収
ま
り
そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん

▼
一
日
も
早
く
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
が
広
く
行
わ
れ
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
問

題
が
終
息
に
向
か
え
ば
、
親

子
連
れ
な
ど
が
参
加
す
る
当

協
会
が
関
係
す
る
種
苗
放
流

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
復
活
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

種苗生産大きさ・尾数
放流尾数
放流場所

（全長20mm）
（全長60mm）
東京湾域
三浦半島西岸域
西湘域

500,000尾　
150,000尾　
50,000尾　
50,000尾　
50,000尾　

千円

8,726 

260 

1,000 

52,596 

56,540 

12,597 

15,393 

250 

147,362 

割合(%)

6

0

1

36

38

9

10

0

100

事業活動支出

マダイ放流事業

ヒラメ放流事業

PR推進事業

効果調査

生産供給事業

斡旋供給事業

管理費

計

千円

23,290 

5,370 

4,433 

1,906 

46,823 

45,333 

19,641 

146,796 

割合(%)

16

4

3

1

32

31

13

100

事業活動収入

基本財産

特定資産

会費

種苗生産事業

種苗斡旋事業

負担金

協力金

雑収入

計

〈事業活動収入〉
基本財産

特定資産
会費

種苗生産

種苗斡旋事業

負担金

協力金

計 147,362 千円 

〈事業活動支出〉
マダイ放流事業

ヒラメ放流事業

PR推進事業

効果調査

生産供給事業斡旋供給事業

管理費

計 146,796 千円 

　

当
協
会
は
昭
和
61
年
に

「
栽
培
漁
業
に
関
す
る
事
業

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
水
産

資
源
の
維
持
増
大
を
図
り
、

漁
業
の
振
興
と
県
民
生
活
の

向
上
に
寄
与
す
る
。
」
こ
と

を
目
的
に
設
立
さ
れ
、
今
年

で
35
年
目
を
迎
え
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
マ
ダ
イ
、
ア
ワ
ビ
、
サ
ザ

エ
、
ト
コ
ブ
シ
種
苗
の
生
産

を
行
い
、
東
京
湾
並
び
に
相

模
湾
へ
の
放
流
、
漁
業
協
同

組
合
を
始
め
と
す
る
水
産
団

体
へ
の
供
給
を
行
い
ま
す
。

更
に
、
放
流
効
果
の
安
定
し

た
業
界
の
強
い
要
望
で
あ
る

ヒ
ラ
メ
種
苗
な
ど
の
種
苗
を

入
手
し
放
流
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
第
８
次

神
奈
川
県
栽
培
漁
業
基
本
計

画
の
策
定
に
関
与
し
、
今
後

の
神
奈
川
県
の
栽
培
漁
業
に

つ
い
て
の
見
直
し
を
検
討
し

ま
す
。　

　

昨
年
よ
り
実
施
を
し
て
い

る
魚
類
種
苗
の
中
間
育
成
事

業
を
引
き
続
き
協
会
の
陸
上

施
設
で
実
施
し
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
経
費
等
の
削
減
を
図

り
協
会
の
運
営
の
改
善
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

　

引
き
続
き
当
協
会
の
中
核

事
業
で
あ
る
種
苗
生
産
・
放

流
・
供
給
事
業
を
行
う
こ
と

に
よ
り
神
奈
川
県
の
水
産
資

源
の
維
持
増
大
を
図
り
ま
す
。

　

そ
し
て
栽
培
漁
業
と
当
協

会
の
活
動
に
つ
い
て
の
理
解

と
協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う
、

漁
業
者
は
も
と
よ
り
広
く
神

奈
川
県
民
に
対
し
、
東
京
湾

並
び
に
相
模
湾
の
海
洋
環
境

の
保
全
と
水
産
資
源
を
豊
か

に
保
つ
必
要
性
を
訴
え
る
た

め
普
及
啓
発
活
動
を
行
い
ま

す
が
、
今
年
度
も
コ
ロ
ナ
禍

の
中
で
イ
ベ
ン
ト
等
中
止
は

余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
協
会
の
情
報
を
積
極

的
に
発
信
い
た
し
ま
す
。

　

当
協
会

の
運
営
に

つ
い
て
は
、

漁
業
経
営

の
不
振
と

遊
漁
者
数

の
減
少
等

か
ら
主
な

収
入
源
で

あ
る
漁
業

者
負
担
金

や
遊
漁
船

業
者
等
協

力
金
は
減

少
傾
向
に

あ
り
、
大
変
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
供
給
数
も
不
安
定

な
が
ら
県
内
県
外
の
関
係
団

体
等
の
協
力
を
い
た
だ
き
各

種
苗
の
増
産
を
図
る
努
力
を

し
ま
す
。
ま
た
、
公
益
社
団

法
人
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り

推
進
協
会
よ
り
助
成
金
の
支

援
に
よ
り
ヒ
ラ
メ
放
流
事
業

の
安
定
を
図
り
ま
す
。
更
に

安
定
し
た
サ
ザ
エ
種
苗
の
県

外
水
産
関
係
団
体
等
に
積
極

的
に
配
布
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
事
業
の
執
行
に
つ

い
て
は
、
経
費
の
見
直
し
を

行
い
、
効
率
的
な
協
会
運
営

に
努
め
ま
す
。

マダイ仔魚（ふ化後２日）

基
本
方
針

（
２
）
普
及
啓
発
事
業  

　

① 

Ｐ
Ｒ
推
進
事
業

　

「
さ
い
ば
い
ニ
ュ
ー
ス
」

（
二
０
０
０
部/

回
、年
二

回
）
を
作
成
し
県
内
の
漁
業

協
同
組
合
、
水
産
団
体
、
遊

漁
団
体
、
教
育
及
び
公
共
機

関
等
へ
配
布
し
当
協
会
の
広

報
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

　

② 

イ
ベ
ン
ト
推
進
事
業

　

今
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
各
地
開
催
さ
れ
る
地
域
イ

ベ
ン
ト
等
は
中
止
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

協
会
の
情
報
を
積
極
的
に
発

信
を
し
て
い
き
ま
す
。

（
３
）
調
査
事
業

  

マ
ダ
イ
遊
漁
標
本
船
調
査

   

県
内
マ
ダ
イ
遊
漁
船
の
中

か
ら
川
崎
市
か
ら
湯
河
原
町

ま
で
の
マ
ダ
イ
遊
漁
船
に
標

本
船
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

(

標
本
船;

十
二
隻)

（※

種
苗
生
産
・
放
流
事
業

計
画
は
二
面
に
掲
載
）

事
業
の
内
容

（
１
）
種
苗
放
流
事
業

①マダイ種苗放流事業

②ヒラメ種苗放流事業

放流大きさ・尾数

放流場所

（全長60mm）

東京湾域

三浦半島西岸域

西湘域

60,000尾

20,000尾

20,000尾

20,000尾

令和３年度予算

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
マ
ダ
イ
、ア
ワ
ビ
、

 

サ
ザ
エ
、ト
コ
ブ
シ
種
苗
生
産
に
注
力

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
マ
ダ
イ
、ア
ワ
ビ
、

 

サ
ザ
エ
、ト
コ
ブ
シ
種
苗
生
産
に
注
力

事業計画
令和三年度
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生
産
供
給

斡
旋
供
給

事業名 種苗名（サイズ） ３年度（計画） ２年度（実績）

ア ワ ビ

　 〃 　

　 〃 　

サ ザ エ

ト コ ブ シ

ト コ ブ シ

マ ダ イ

ヒ ラ メ

マコガレイ

ク ロ ダ イ

メ バ ル

カ サ ゴ

ト ラ フ グ

カ ワ ハ ギ

（   5㎜）

（ 2 5 ㎜ ）

（ 3 0 ㎜ ）

（ 1 5 ㎜ ）

（ 2 0 ㎜ ）

（ 大 型 ）

（ 6 0 ㎜ ）

（ 6 0 ㎜ ）

（ 3 0 ㎜ ）

（ 6 0 ㎜ ）

（ 6 0 ㎜ ）

（ 6 0 ㎜ ）

（ 5 0 ㎜ ）    

（ 5 0 ㎜ ）

20,000個

220,000個

30,000個

450,000個

30,000個

10,000個

230,000尾

210,000尾

40,000尾

  20,000尾

50,000尾

210,000尾

10,000尾

21,000尾

20,000個

183,200個

32,802個

409,750個

64,500個

3,054個

211,230尾    

203,327尾

35,000尾

29,000尾

49,000尾

219,800尾

10,000尾

10,000尾

＊

＊養殖用種苗

10,951,909
618,490,000 
102,000,000 
659,645 

721,149,645 
723,101,554 
64,181,476 
15,990,261 
80,171,737 
609,521,000 
42,408,817 
651,929,817 
723,101,554 

2,511,085 
620,190,000 
100,000,000 
858,423 

721,048,423 
723,559,508 
44,430,314 
15,662,691 
60,093,005 
611,211,000 
52,245,503 
663,466,503 
723,559,508 

8,440,824
△1,700,000
2,000,000
△198,778
101,222
8,542,046
20,000,000
327,570 

20,078,732
△1,700,000
△9,836,686
△11,536,666
8,542,046

資産の部

負債の部

正味財産の部

流動資産 
固定資産 基本財産
 特定資産
 その他固定資産
 固定資産合計
資産合計 
流動負債 
固定負債 
負債合計 
指定正味財産 
一般正味財産 
正味財産合計 
負債及び正味財産合計 

令和２年度　決算貸借対照表
令和２年度 令和元年度 増　減

令和3年３月30日

　
※

一
面
よ
り
続
く
令
和
三

年
度
事
業
計
画

（
４
）
種
苗
供
給
事
業

　

① 

生
産
供
給

　

ア
ワ
ビ
、
サ
ザ
エ
、
ト
コ

ブ
シ
、
マ
ダ
イ
種
苗
を
生
産

し
漁
業
協
同
組
合
を
は
じ
め

と
す
る
水
産
団
体
へ
供
給
し

ま
す
。

　

特
に
、
サ
ザ
エ
種
苗
を
安

定
生
産
し
、
県
外
関
係
機
関

等
に
供
給
で
き
る
よ
う
に
取

組
み
ま
す
。

　

② 

斡
旋
供
給

　

ヒ
ラ
メ
、
カ
サ
ゴ
、
メ
バ

ル
、
ト
ラ
フ
グ
な
ど
の
種
苗

を
入
手
し
漁
業
協
同
組
合
を

は
じ
め
と
す
る
水
産
団
体
等

へ
供
給
し
ま
す
。

令和二年度決算報告
　

令
和
二
年
度
の
事
業
活
動

収
入
は
、
一
億
四
千
五
百
二

十
一
万
円
で
事
業
活
動
支
出

は
、
一
億
五
千
五
百
七
十
四

万
八
千
円
で
し
た
。
収
入
と

支
出
の
差
と
し
て
の
当
期
経

常
増
減
額
は
マ
イ
ナ
ス
一
千

五
十
二
万
八
千
円
で
し
た
。

　

マ
イ
ナ
ス
の
要
因
は
、
今

年
も
ア
ワ
ビ
種
苗
の
生
産
不

調
に
よ
る
も
の
で
す
。
近
年
、

ア
ワ
ビ
の
種
苗
生
産
で
筋
萎

縮
症
を
発
症
さ
せ
る
ア
ワ
ビ

種
苗
の
神
経
組
織
を
壊
し
、

大
量
の
斃
死
を
も
た
ら
し
て

い
ま
す
。
こ
の
病
気
を
防
ぐ

に
は
、
飼
育
す
る
海
水
を
紫

外
線
等
で
殺
菌
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
海
水
を

滅
菌
す
る
施
設
は
高
額
で
あ

り
、
現
在
使
用
し
て
い
る
栽

培
漁
業
協
会
の
施
設
で
は
設

置
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

新
施
設
の
整
備
計
画
が
あ

り
ま
す
が
、
新
し
い
施
設
を

整
備
す
る
際
に
は
、
是
非
と

も
紫
外
線
流
水
殺
菌
装
置
を

設
置
し
て
、
ウ
ィ
ル
ス
を
殺

し
、
ア
ワ
ビ
種
苗
の
生
産
を

安
定
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

人
間
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
が
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

を
起
こ
し
、
多
く
の
人
が
亡

く
な
り
、
経
済
に
打
撃
を
与

え
て
い
ま
す
。

　

水
産
生
物
の
種
苗
生
産
で

も
、
さ
ま
ざ
ま
な
ウ
ィ
ル
ス

や
細
菌
が
種
苗
生
産
を
阻
害

す
る
大
き
な
要
因
と
な
っ
て

い
ま
す
。

（円）

　

令
和
２
年
度
の
資
産
の

部
の
流
動
資
産
と
固
定
資

産
の
う
ち
基
本
財
産
、
特

定
資
産
、
そ
の
他
の
固
定

資
産
の
資
産
合
計
は
、
七

億
三
千
二
百
十
万
一
千
五

百
五
十
四
円
で
し
た
。

　

負
債
の
部
の
流
動
負
債

と
固
定
負
債
を
合
わ
せ
た

貸
借
対
照
表

額
は
、
八
千
十
七
万
一
千

七
百
三
十
七
円
で
し
た
。

　

正
味
財
産
の
部
と
し
て

は
、
指
定
正
味
財
産
と
一

般
正
味
財
産
の
合
計
が
六

億
五
千
百
九
十
二
万
九
千

八
百
十
七
円
で
あ
り
、
負

債
及
び
正
味
財
産
合
計
額

が
七
億
二
千
三
百
十
万
一

千
五
百
五
十
四
円
で
し
た
。

貸
借
対
照
表
の
経
年
変
化

　

貸
借
対
照
表
の
資
産
の
部
、

負
債
の
部
、
正
味
財
産
の
部

の
三
つ
に
分
け
て
見
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

平
成
二
十
四
年
度
に
神
奈

川
県
栽
培
漁
業
協
会
は
公
益

財
団
に
移
行
し
ま
し
た
。
財

団
法
人
時
代
に
は
、
正
味
財

産
は
資
産
合
計
と
し
て
七
億

九
千
万
円
前
後
で
し
た
。
公

益
法
人
へ
移
行
す
る
に
あ
た

っ
て
、
経
営
安
定
化
資
金
と

し
て
、
一
億
五
千
万
円
を
特

定
資
産
と
し
て
基
本
財
産
か

ら
移
行
し
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
で
、
基
本
財
産
は
七
億
六

千
百
十
七
万
円
か
ら
六
億
一

千
百
十
七
万
円
と
な
り
、
資

産
合
計
は
六
千
四
百
五
十
一

万
二
千
百
十
八
円
減
少
し
ま

し
た
。
令
和
二
年
度
に
は
特

定
資
産
は
一
億
二
百
万
円
に

減
少
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
負
債
の
部
で
は
流
動

負
債
が
公
益
法
人
移
行
時
に

は
二
千
七
百
二
二
十
二
万
二

千
六
百
六
十
六
円
が
六
千
四

百
十
八
万
千
四
百
七
十
六
円

に
増
え
ま
し
た
。
三
千
七
百

六
十
六
万
四
千
九
十
円
の
負

債
の
増
で
す
。

　

正
味
財
産
の
部
と
し
て
、

公
益
法
人
に
移
行
時
に
は
七

億
五
千
四
百
十
万
六
千
二
十

五
円
が
令
和
二
年
度
に
は
六

億
五
千
九
百
二
十
九
二
万
九

千
八
百
十
七
円
と
な
り
ま
し

た
。
負
債
及
び
正
味
財
産
合

計
は
、
公
益
法
人
移
行
時
に

は
、
七
億
九
千
六
百
六
十
一

万
三
千
六
百
七
十
二
円
が
令

和
二
年
度
に
は
七
億
三
千
二

百
十
万
千
五
百
五
十
四
円
と

な
り
、
六
千
四
百
五
十
一
万

二
千
百
十
八
円
の
減
と
な
り

ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
数
値
か
ら
ほ
ぼ

年
間
一
千
万
円
の
赤
字
と
な

っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
近
年
、
年
度
前
半
に
は

収
入
が
な
い
た
め
、
特
定
資

産
を
担
保
に
短
期
経
営
資
金

を
金
融
機
関
か
ら
借
入
て
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
近
年

に
は
年
間
四
千
万
円
か
ら
六

千
万
円
の
借
入
を
行
っ
て
お

り
、
借
金
が
固
定
化
す
る
傾

向
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
ま
ま

の
状
態
が
続
く
と
、
基
本
財

産
の
一
部
を
特
定
資
産
に
移

行
す
る
こ
と
や
、
収
入
を
増

加
さ
せ
る
仕
組
み
を
作
る
必

要
が
で
て
き
て
い
ま
す
。

　

栽
培
種
苗
放
流
事
業
を
安

定
化
・
持
続
化
す
る
た
め
に

は
、
数
年
後
に
何
等
か
の
増

収
策
を
打
た
な
い
と
い
け
な

い
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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栽
培
漁
業
っ
て
何 

神
奈
川
県
栽
培
漁
業
協
会

専
務
理
事
　
今

井

利

為

公
益
財
団
法
人

30

マ
ダ
イ
⑩

  

　

ま
た
、
マ
ダ
イ
仔
稚
魚
の

栄
養
要
求
が
次
第
に
明
ら
か

に
さ
れ
、
ワ
ム
シ
や
ワ
ム
シ

に
続
く
餌
と
し
て
使
う
ブ
ラ

イ
ン
シ
ュ
リ
ン
プ
に
栄
養
を

付
加
し
て
マ
ダ
イ
に
与
え
る

方
法
が
開
発
さ
れ
ま
し
た
。

強
化
さ
れ
た
栄
養
は
、

EPA(

エ
イ
コ
サ
ペ
ン
タ
エ

ン
酸)

とDHA(

ド
コ
サ
ヘ

キ
サ
エ
ン
酸)

の
ω―

3

高
度

不
飽
和
脂
肪
酸
、
β―

カ
ロ

チ
ン
、
脂
溶
性
ビ
タ
ミ
ンA

〜E

な
ど
で
す
。

　

ブ
ラ
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
プ
は
、

ワ
ム
シ
と
並
ん
で
種
苗
生
産

に
使
う
餌
料
と
し
て
重
要
で

す
。
こ
の
ブ
ラ
イ
ン
シ
ュ
リ

ン
プ
は
、
乾
燥
に
あ
う
と
耐

久
卵
を
作
り
ま
す
。

　

こ
の
耐
久
卵
は
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
ユ
タ
州
に
あ
る
塩
湖

で
産
出
さ
れ
、
缶
詰
に
さ
れ

日
本
に
輸
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

魚
類
の
種
苗
を
生
産
す
る

と
き
、
ワ
ム
シ
に
続
い
て
こ

の
ブ
ラ
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
プ
の

乾
燥
卵
を
二
十
八
度
ぐ
ら
い

の
高
水
温
の
海
水
に
戻
し
、

ふ
化
し
た
ノ
ー
プ
リ
ゥ
ス
を

仔
稚
魚
に
与
え
ま
す
。

　

こ
の
ノ
ー
プ
リ
ゥ

ス
も
単
独
で
与
え
る

と
栄
養
失
調
に
な
る

た
め
、D

H
A

、

EPA

、DPA

を
栄

養
強
化
す
る
こ
と
で
健
全
な

種
苗
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ワ
ム
シ
や
ブ
ラ
イ
ン
シ
ュ

リ
ン
プ
は
高
密
度
に
飼
育
し
、

高
度
不
飽
和
脂
肪
酸
な
ど
を

給
餌
し
栄
養
強
化
す
る
た
め
、

有
機
物
負
荷
が
上
昇
し
ま
す
。

ま
た
、
ワ
ム
シ
、
ブ
ラ
イ
ン

シ
ュ
リ
ン
プ
か
ら
の
排
泄
に

よ
る
ア
ン
モ
ニ
ア
蓄
積
が
あ

り
ま
す
。

　

魚
類
の
稚
仔
魚
に
は
活
力

の
あ
る
元
気
な
ワ
ム
シ
を
与

え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
増
殖
率
が
高

い
時
期
の
ワ
ム
シ
を
収
穫
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
と
、
ワ
ム
シ
や
ブ
ラ

イ
ン
シ
ュ
リ
ン
プ
を
飼
っ
て

い
る
飼
育
水
か
ら
ア
ン
モ
ニ

ア
や
細
菌
を
除
去
し
て
稚
仔

魚
に
与
え
ま
す
。

　

底
掃
除
機

　

マ
ダ
イ
に
限
ら
ず
魚
類
の

種
苗
を
生
産
す
る
際
に
問
題

と
な
る
点
は
、
餌
と
並
ん
で

水
質
を
如
何
に
保
つ
か
が
大

き
な
課
題
で
し
た
。

　

仔
稚
魚
は
、
最
初
、
餌
料

ワ
ム
シ
の
密
度
を
保
つ
た
め
、

飼
育
水
を
換
水
す
る
こ
と
は

せ
ず
、
止
水
に
近
い
状
況
で

飼
育
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
飼
育
池
の
底
に

は
、
餌
の
残
り
滓
、
死
亡
し

た
魚
な
ど
が
堆
積
し
、
水
質

を
悪
化
さ
せ
ま
す
。

　

こ
の
状
態
が
長
く
続
く
と
、

仔
稚
魚
の
生
残
に
影
響
を
与

え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

種
苗
生
産
の
初
期
時
代
に

は
、
こ
の
飼
育
池
の
底
に
溜

ま
っ
た
堆
積
物
を
人
海
戦
術

に
よ
っ
て
サ
イ
ホ
ン
で
ホ
ー

ス
を
使
い
、
飼
育
池
の
外
へ

排
出
し
て
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
こ
の
作
業
は
労

力
と
時
間
が
か
か
り
過
ぎ
る

た
め
、
省
力
化
を
目
指
し
、

芙
蓉
海
洋
開
発
株
式
会
社
と

の
共
同
研
究
で
底
掃
除
機
が

開
発
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
底
掃
除
機
は
、
円
形

の
水
槽
の
底
に
電
気
掃
除
機

の
吸
い
込
み
口
を
付
け
た
よ

う
な
構
造
で
魚
が
入
ら
ず
、

ご
み
と
海
水
だ
け
を
吸
い
取

っ
て
排
出
す
る
構
造
を
し
て

い
ま
す
。
底
掃
除
機
の
開
発

で
随
分
と
省
力
化
し
ま
し
た
。

　

中
間
育
成

　

マ
ダ
イ
の
仔
魚
を
池
で
体

長
十
五
か
ら
二
十
㍉
ぐ
ら
い

ま
で
飼
育
す
る
と
、
共
食
い

が
激
し
く
な
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
、
人

工
配
合
飼
料
を
与
え
ま
す
の

で
、
流
水
で
飼
育
し
て
い
て

も
、
水
質
を
保
つ
に
は
神
経

を
す
り
減
ら
し
ま
す
。
そ
こ

で
、
自
然
海
域
の
小
割
生
簀

に
移
送
し
て
、
飼
育
密
度
を

小
さ
く
し
て
飼
育
し
ま
す
。

　

海
上
の
小
割
生
簀
に
マ
ダ

イ
の
稚
魚
を
移
送
す
る
に
は

ダ
ン
ベ
イ
と
言
う
小
型
水
槽

を
使
っ
て
輸
送
し
ま
す
が
、

池
か
ら
の
取
り
上
げ
に
始
ま

っ
て
魚
の
数
を
知
る
た
め
、

あ
ら
か
じ
め
海
水
を
入
れ
た

バ
ケ
ツ
の
重
量
を
測
定
し
、

そ
の
中
に
稚
魚
を
入
れ
再
び

重
量
を
測
り
、
差
を
計
算
し

一
尾
当
た
り
重
量
で
割
っ
て

バ
ケ
ツ
の
中
の
尾
数
を
推
定

し
て
い
ま
す
。
（
つ
づ
く
）

巨
視
的
視
点
で
見
た

種
苗
放
流
数
と
漁
獲
量
の
関
係

巨
視
的
視
点
で
見
た

種
苗
放
流
数
と
漁
獲
量
の
関
係

　

昨
年
度
と
今
年
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
蔓
延
し

て
い
て
種
苗
放
流
イ
ベ
ン
ト

も
中
止
に
な
っ
た
た
め
、
各

地
の
放
流
イ
ベ
ン
ト
関
連
の

記
事
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
過
去
の
種
苗
放

流
数
と
漁
獲
量
の
関
係
を
マ

ク
ロ
的
に
見
て
み
ま
す
。

　

マ
ダ
イ

　

マ
ダ
イ
は
種
苗
放
流
が
始

ま
っ
て
以
来
、
漁
獲
量
も
安

定
し
、
さ
ら
に
遊
漁
釣
獲
量

も
漁
獲
量
を
上
回
っ
て
釣
れ

て
い
ま
す
。
昨
年
度
か
ら
、

陸
上
か
ら
の
放
流
方
法
の
変

更
と
放
流
数
が
約
四
分
の
三

に
な
り
ま
し
た
の
で
、
今
後

の
漁
獲
量
と
遊
漁
の
釣
獲
量

を
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

ク
ロ
ダ
イ

　

ク
ロ
ダ
イ
は
一
九
０
０
年

代
に
は
二
十
万
尾
か
ら
三
十

万
尾
も
放
流
し
て
い
ま
し
た

が
、
二
０
０
０
年
以
来
、
五

万
尾
前
後
を
放
流
し
て
き
ま

し
た
。
ク
ロ
ダ
イ
の
漁
獲
量

は
放
流
数
が
減
っ
て
も
三
十

ト
ン
か
ら
六
十
ト
ン
に
増
え

て
い
ま
す
。
近
年
、
ク
ロ
ダ

イ
が
ノ
リ
や
ア
サ
リ
を
食
害

し
て
困
る
の
で
、
放
流
を
中

止
し
て
ほ
し
い
と
の
声
が
あ

り
ま
す
。

　

ヒ
ラ
メ

　

ヒ
ラ
メ
の
種
苗
放
流
は
、

刺
し
網
漁
を
営
む
漁
業
者
か

ら
強
い
放
流
希
望
が
あ
り
ま

す
。
一
九
０
０
年
代
に
は
、

放
流
数
が
二
十
万
尾
か
ら
八

十
万
尾
近
く
ま
で
増
大
し
ま

し
た
。
二
０
０
二
年
か
ら
放

流
数
は
二
十
万
尾
か
ら
二
十

五
万
尾
に
減
少
し
ま
し
た
が
、

漁
獲
量
は
二
０
０
九
年
ご
ろ

か
ら
上
昇
し
百
二
十
ト
ン
に

ま
で
上
昇
し
ま
し
た
。
こ
の

現
象
は
、
放
流
効
果
と
資
源

管
理
の
結
果
と
と
も
に
、
卓

越
年
級
群
が
加
入
し
た
も
の

と
見
ら
れ
ま
す
。

　

マ
コ
ガ
レ
イ（
カ
レ
イ
類
）

　

マ
コ
ガ
レ
イ
の
資
源
回
復

は
、
東
京
湾
の
漁
業
者
に
と

っ
て
悲
願
で
す
。

　

マ
コ
ガ
レ
イ
の
種
苗
放
流

は
二
０
０
八
年
か
ら
三
十
万

か
ら
五
十
万
尾
を
放
流
し
ま

し
た
が
、
漁
獲
量
は
増
え
ず

同
年
か
ら
数
十
ト
ン
レ
ベ
ル

に
低
下
し
、
低
レ
ベ
ル
が
持

続
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

東
京
湾
の
中
央
部
で
の
底
層

貧
酸
素
水
塊
が
長
期
に
渡
り
、

底
生
の
生
物
の
生
残
を
脅
か

し
て
い
る
た
め
と
思
わ
れ
ま

す
。

　　

ト
ラ
フ
グ

　

ト
ラ
フ
グ
は
、
種
苗
放
流

を
始
め
た
二
０
０
七
年
以
前

も
僅
か
ば
か
り
漁
獲
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
国
立
研
究
法
人

水
産
・
教
育
研
究
機
構
南
伊

豆
栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー
で
生

産
し
た
種
苗
と
水
産
技
術
セ

ン
タ
ー
で
生
産
し
た
種
苗
と

そ
し
て
横
須
賀
西
部
水
産
振

興
事
業
団
が
購
入
し
た
種
苗

を
合
わ
せ
て
種
苗
放
流
数
を

増
や
し
た
結
果
、
長
井
町
と

大
楠
漁
協
で
二
か
ら
三
ト
ン

が
漁
獲
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

種
苗
放
流
効
果
が
現
れ
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
ト
ラ
フ
グ
は
大

陸
棚
の
面
積
と
収
容
力
や
再

生
産
の
場
に
つ
い
て
、
ま
だ
、

分
か
ら
な
い
こ
と
か
あ
り
、

受
益
者
負
担
で
持
続
的
放
流

が
で
き
る
か
見
極
め
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ア
ワ
ビ

　

ア
ワ
ビ
は
、
一
九
七
０
年

か
ら
一
九
八
三
年
ま
で
種
苗

放
流
数
を
増
や
し
て
い
く
に

伴
っ
て
漁
獲
量
が
増
え
て
い

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
一
九

九
０
年
代
も
五
十
万
個
か
ら

百
万
個
を
放
流
し
て
も
漁
獲

量
が
減
少
し
、
二
０
０
０
年

に
は
十
ト
ン
に
ま
で
下
落
し

ま
し
た
。
そ
の
後
二
十
万
個

か
ら
三
十
万
個
の
放
流
で
十

八
ト
ン
ま
で
回
復
し
ま
し
た

が
、
漁
獲
物
の
九
十
％
以
上

が
放
流
も
の
で
占
め
ら
れ
て

い
て
、
天
然
の
ア
ワ
ビ
が
ほ

と
ん
ど
採
れ
な
い
状
況
が
続

い
て
い
ま
し
た
。

　

二
０
一
四
年
頃
か
ら
、
カ

ジ
メ
の
海
中
林
が
食
害
に
よ

っ
て
磯
焼
け
で
砂
漠
化
し
、

ア
ワ
ビ
の
育
つ
環
境
が
な
く

な
っ
て
十
ト
ン
前
後
に
低
下

す
た
め
に
は
、
カ
ジ
メ
の
海

中
林
を
回
復
さ
せ
る
こ
ど
が

必
要
で
す
。

　　

サ
ザ
エ

　

サ
ザ
エ
の
種
苗
放
流
は
一

九
八
九
年
か
ら
始
ま
り
、
二

０
０
九
年
に
八
十
万
個
に
な

り
、
そ
の
後
、
減
少
を
続
け

二
０
一
八
年
に
は
十
五
万
個

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

サ
ザ
エ
の
種
苗
放
流
が
始

ま
っ
て
以
来
、
漁
獲
量
の
変

動
が
小
さ
く
な
っ
て
、
安
定

化
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
磯
焼
け
が
起
こ
っ

て
い
る
中
で
、
ア
ワ
ビ
ほ
ど
、

漁
獲
量
の
減
少
が
あ
り
ま
せ

ん
。
カ
ジ
メ
以
外
の
餌
を
摂

食
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
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（
一
財
）
横
須
賀
西
部
水

産
振
興
事
業
団
の
「
磯
焼
け

対
策
」
の
臨
時
号
に
掲
載
さ

れ
、
本
号
四
面
に
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
「
小
田
和
湾

周
辺
の
藻
場
の
分
布
の
変

化
」
を
見
て
も
明
ら
か
の
よ

う
に
、
ア
マ
モ
場
、
岩
礁
性

藻
場
が
大
幅
に
減
少
し
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

平
成
十
八
年
と
平
成
二
十

七
年
に
撮
影
さ
れ
た
衛
星
画

像
か
ら
、
藻
場
の
分
布
を
抽

出
し
そ
れ
を
分
析
し
た
と
こ

ろ
、
こ
の
十
年
間
に
、
ア
マ

モ
場
及
び
岩
礁
性
藻
場
と
も

ほ
ぼ
九
割
が
減
少
し
て
し
ま

う
と
い
う
厳
し
い
状
況
が
う

か
が
え
ま
す
。

　

ア
マ
モ
場
、
藻
場
と
も
魚

介
類
の
産
卵
の
場
所
で
あ
り
、

幼
稚
仔
の
生
育
の
場
で
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
岩
礁
性
藻
場

は
ア
ワ
ビ
な
ど
の
稚
貝
の
放

流
、
そ
し
て
餌
と
し
て
も
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
だ
け
に
、
藻
場
の

再
生
こ
そ
緊
急
の
事
業
と
い

え
そ
う
で
す
。

毘 沙 門 漁 港

神奈川漁港めぐり・・・シリーズ⑩

三浦半島の
南端に位置する「毘沙門漁港」
－ 定置網漁業が主に沿岸水産物を漁獲 －

　

三
浦
市
南
下
浦
町
あ
り
、

三
浦
市
が
管
理
者
に
な
っ
て

い
ま
す
「
毘
沙
門
漁
港
」
は
、

第
一
種
漁
港
と
し
て
昭
和
五

十
九
年
七
月
二
十
四
日
に
漁

港
と
し
て
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
港
は
、
三
浦
半
島
の
南

端
に
あ
り
、
太
平
洋
に
面
し

た
岩
礁
地
帯
が
主
で
、
美
し

い
自
然
環
境
と
地
先
の
沿
岸

水
産
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
ま

す
。

　

漁
港
施
設
に
つ
い
て
は
、

昭
和
六
十
一
年
度
か
ら
の
局

部
改
良
事
業
に
よ
り
防
波
堤

の
整
備
が
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
第
八
次
、
第
九
次

漁
港
整
備
長
期
計
画
に
よ
り
、

引
き
続
き
、
漁
港
の
静
穏
度

の
向
上
と
漁
船
の
安
全
係
留

を
目
指
し
、
外
郭
施
設
、
係

留
施
設
な
ど
の
充
実
が
図
ら

れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
令
和
二
年
度
ま
で

に
整
備
さ
れ
た
主
な
漁
港
施

設
は
、
外
郭
施
設
と
し
て
防

波
堤
（
九
十
六
・
九
メ
ー
ト

ル
）
、
護
岸
（
二
百
十
八
・

五
メ
ー
ト
ル
）
、
突
堤
（
五

十
二
メ
ー
ト
ル
）
が
完
成
し

ま
し
た
。

　

係
留
施
設
と
し
て
は
船
揚

場
（
百
二
十
五
・
六
メ
ー
ト

ル
）
、
岸
壁
（
五
十
・
一
メ

ー
ト
ル
）
、
物
揚
場
（
七
十

メ
ー
ト
ル
）
、
水
域
施
設
と

し
て
泊
地
（
五
千
四
平
方
メ

ー
ト
ル
）
が
整
備
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
主
な
関
連
施
設

と
し
て
は
漁
港
施
設
用
地

（
六
千
三
百
五
十
四
平
方
メ

ー
ト
ル
）
、

荷
捌
所
（
二

百
十
一
・
三

平
方
メ
ー
ト

ル
）
、
道
路

（
二
百
九
十

四
・
六
メ
ー

ト
ル
）
が
完

成
し
て
い
ま

す
。

　

同
漁
港
を

基
地
に
し
て

い
る
の
は
大

型
定
置
網
漁

業
が
主
で
す

が
、
小
型
定

置
網
漁
業
、

刺
網
、
採
藻

な
ど
の
沿
岸

漁
業
が
行
わ

れ
多
種
多
様

な
水
産
物
を

獲
っ
て
い
ま

す
。

提供：神奈川県水産課　転載不可

　

近
年
、
台
風
の
大
型
化
、

洪
水
の
多
発
、
魚
介
類
の
回

遊
路
な
ど
が
以
前
よ
り
状
況

が
変
わ
っ
て
き
た
と
思
い
ま

せ
ん
か
。

　

産
業
革
命
以
来
、
人
類
は
、

技
術
革
新
に
よ
っ
て
化
石
燃

料
の
大
量
利
用
に
よ
っ
て
二

酸
化
炭
素
を
大
気
に
放
出
し

て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
温
暖
化
が
進

み
、
今
の
状
況
で
石
炭
や
石

油
等
の
化
石
燃
料
を
使
い
続

け
る
と
今
世
紀
末
ま
で
に

０
・
２
℃
か
ら
四
・
八
℃
に

上
昇
し
、
地
球
上
の
あ
ら
ゆ

る
自
然
環
境
を
激
変
さ
せ
て

し
ま
う
こ
と
が
、
気
候
変
動

に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
Ｉ

Ｐ
Ｃ
Ｃ
に
よ
っ
て
予
測
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

水
産
業
に
お
い
て
も
、
藻

場
の
磯
焼
け
、
海
岸
砂
浜
の

縮
小
、
水
害
に
よ
る
漁
業
障

害
、
魚
介
類
の
季
節
的
移
動

の
変
化
、
海
水
の
酸
性
化
な

ど
今
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と

が
な
い
事
態
が
生
じ
始
め
て

い
ま
す
。

　

こ
の
状
況
に
対
し
て
、
２

０
１
５
年
「
パ
リ
協
定
」
で

世
界
の
各
国
も
二
〇
五
〇
年

ま
で
に
炭
素
を
排
出
し
な
い

政
策
を
と
る
よ
う
に
政
府
、

民
間
を
含
め
て
二
酸
化
炭
素

を
削
減
す
る
対
策
を
立
て
始

め
ま
し
た
。

　

海
洋
で
は
、
ブ
ル
ー
カ
ー

ボ
ン
と
し
て
藻
類
、

貝
類
が
二
酸
化
炭
素

を
吸
収
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

温
暖
化
対
策
は
、

栽
培
漁
業
に
と
っ
て

ア
ワ
ビ
・
サ
ザ
エ
等

の
磯
根
資
源
の
種
苗

放
流
と
密
接
に
関
わ

っ
て
き
ま
す
。
藻
場

の
保
全
と
回
復
、
干

潟
の
保
全
及
び
再
生

が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
磯
焼
け

（一財）横須賀西部水産振興事業団だより臨時増刊2017年1月1日号から引用

コロナ禍対策などに力

　

神
奈
川
県
水
産
課
は
、
令

和
三
年
度
の
主
要
施
策
及
び

当
初
予
算
の
概
要
を
発
表
し

ま
し
た
。
主
要
事
業
の
方
針

で
は
、
持
続
可
能
な
水
産
業

の
構
造
改
革
や
地
域
活
性
化

を
図
る
た
め
の
事
業
を
展
開

す
る
と
と
も
に
、
コ
ロ
ナ
禍

に
伴
う
漁
業
者
の
収
入
減
少

に
対
し
て
は
、
県
の
沿
岸
漁

業
改
善
資
金
と
い
っ
た
無
利

子
の
融
資
制
度
を
案
内
す
る

な
ど
、
必
要
な
支
援
を
実
施

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
事
業
と
し
て
は
、

国
の
事
業
を
活
用
し
漁
業
者

な
ど
が
藻
場
や
ア
マ
モ
場
の

造
成
・
回
復
、
磯
焼
け
の
原

因
と
な
る
生
物
の
除
去
な
ど

の
「
藻
場
の
保
全
」
な
ど
を

支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
増
養

殖
が
可
能
な
暖

海
性
魚
介
類
の

増
養
殖
技
術
の

開
発
、
沿
岸
域

の
水
産
資
源
の

維
持
培
養
を
図

る
た
め
、
ト
ラ

フ
グ
種
苗
生

産
・
放
流
技
術

開
発
を
行
う
と

と
も
に
、
カ
サ

ゴ
の
親
魚
養
成

試
験
な
ど
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

磯
焼
け
対
策
で
は
、
藻
場

再
生
及
び
藻
場
動
態
試
験
、

藻
場
再
生
支
援
事
業
と
し
て
、

ウ
ニ
類
の
駆
除
効
果
調
査
や

ア
イ
ゴ
の
挙
動
追
跡
調
査
な

ど
に
よ
り
、
磯
焼
け
し
た
藻

場
の
回
復
に
向
け
た
地
域
の

取
り
組
み
を
支
援
す
る
と
と

も
に
、
海
藻
類
増
殖
技
術
の

開
発
試
験
を
行
い
ま
す
。

　

神
奈
川
県
産
野
菜
の
残
さ

な
ど
に
よ
る
ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ

の
養
殖
技
術
開
発
試
験
及
び

地
域
特
産
品
と
し
て
の
商
品

開
発
を
目
指
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
神
奈
川
県
沿
岸
漁
業
の

生
産
量
及
び
漁
業
就
業
者
数

の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る

た
め
、
わ
が
国
で
は
初
と
な

る
大
規
模
外
洋
養
殖
施
設
を

相
模
湾
に
誘
致
す
る
事
業
に

も
取
り
組
み
ま
す
。

　

な
お
、
漁
業
就
業
者
の
減

少
対
策
と
し
て
は
、
令
和
二

年
度
に
開
校
し
た
「
か
な
が

わ
漁
業
就
業
促
進
セ
ン
タ

ー
」
で
、
引
き
続
き
漁
業
未

経
験
者
を
対
象
に
、
就
業
に

必
要
な
知
識
や
資
格
を
身
に

つ
け
る
た
め
の
研
修
を
行
い

ま
す
。

　

「
か
な
が
わ
漁
業
就
業
促

進
セ
ン
タ
ー
」
は
六
月
二
十

五
日
ま
で
、
今
年
度
研
修
生

の
募
集
を
行
い
ま
し
た
。
応

募
資
格
は
、
神
奈
川
県
内
の

沿
岸
・
沖
合
漁
業
に
就
業
す

る
意
思
の
あ
る
人
で
、
来
年

三
月
三
十
一
日
時
点
で
五
十

歳
未
満
の
人
な
ど
で
す
。

　

漁
業
就
業
セ
ミ
ナ
ー
、
漁

業
体
験
教
室
な
ど
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
状
況
を
踏
ま
え
、

開
催
が
可
能
な
ら
ば
予
算
を

組
み
替
え
て
実
施
し
ま
す
。

の
原
因
生
物
の
防
除
策
や
食

用
へ
の
活
用
の
検
討
な
ど
漁

業
者
が
担
う
温
暖
化
緩
和
へ

の
参
加
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

今
ま
で
は
、
自
分
事
で
な

い
と
思
わ
れ
た
温
暖
化
を
自

分
事
と
し
て
行
動
に
反
映
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

水
産
業

地
球
温
暖
化
と

神奈川県主要施策・予算

令和３年度
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